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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年４月 11 日に開示した平成 29 年２月期通期（平成 28 年３月１日～

平成 29年２月 28 日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

1. 平成 29年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年３月１日～平成 29年２月 28日） 

 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益  親会社株主に帰属する  

当期純利益 

１株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A） 
百万円 
193,000 

百万円 
3,400 

百万円 
3,800 

百万円 
1,900 

円 銭 
29.45 

今 回 修 正 予 想 （ B） 188,623 1,865 2,750 1,248 19.22 

増 減 額 （ B ― A ）  ▲4,377 ▲1,535 ▲1,050 ▲652  

増 減 率 （％）  ▲2.3% ▲45.1% ▲27.6% ▲34.3%  

（参考）前期実績 

（平成 28年２月期） 185,738 1,613 2,345 837 13.10 

 

2．修正の理由 

平成29年２月期の通期連結業績見通しは、売上高188,623百万円（前年差＋2,885百万円）、当期純利益1,248

百万円（前年差＋411百万円）と増収増益ではありますが、平成28年４月11日に開示した業績予想を下回る

見込みです。第４四半期において、既存店客数が伸び悩み、吉野家を中心とした国内主要セグメントの売上

高が計画未達となり、また、海外において為替の影響による円ベースでの売上高が減少いたしました。売上

高未達の結果として、売上総利益が減少し、営業利益、経常利益においても計画を下回る見込みとなりまし

た。また、連結子会社であるアークミールにおいて、不採算店舗の減損損失が発生したことに伴う特別損失

を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益についても予想数値を下方修正することになりま

した。 

 

 （注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  

以上 


